
3 
 

［水田作部門］ 

２．高温登熟条件下での「ヒノヒカリ」の外観品質低下軽減対策 
 

［要約］ 

  「ヒノヒカリ」は、登熟期間が特に高温で経過する年には、白未熟粒が多発し、未

熟粒率が顕著に高くなる。食味より外観品質を重視する場合、実肥を施用し登熟期の葉

色を濃く維持すれば、未熟粒率の顕著な増大を軽減できる。 
［担当］ 作物・経営研究室 

［連絡先］電話 086-955-0275 
［分類］ 情報 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

「ヒノヒカリ」は、出穂後の平均気温が高くなると白未熟粒の増加に伴って未熟

粒率が増大する。また、㎡当たり籾数の増加に伴って未熟粒率が増大するが、通常、

籾数が 25,000～ 30,000 粒 /㎡程度であると、収量 500kg/10a 以上で未熟粒率 20%以下
が期待できる。しかし、出穂後の気温が著しく高かった 2010 年には、未熟粒が多発し品
質が大幅に低下した。そこで、出穂後が顕著な高温になった場合の品質低下回避策を

検討し、高品質・良食味米生産に資する。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．2010 年は、出穂後 25 日間の平均気温が著しく高く、白未熟粒が多発し、未熟粒
率は約 30%と顕著に高くなった（図１）。  

２．白未熟粒は、登熟期の葉色が濃いほど発生が少なくなる（図２）。 

３．2010 年に、窒素成分で２kg/10a の実肥を施用すると、㎡当たり籾数に係わらず、登
熟後期まで葉色が濃く維持され、白未熟粒、未熟粒が減少し整粒歩合が向上した。ただ

し、食味値は低下した（図３、表１）。  
 
 以上の結果から、出穂後が特に高温となる場合、白未熟粒率が著しく増大するが、これ

を軽減するには、登熟後半の窒素肥効確保が重要であり、実肥の施用は有効である。ただ

し、食味はある程度低下する。  
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．葉色は SPAD502 指示値、食味は NIRS-6500 の HON 値である。  
２．出穂 20 日前の穂肥量を増やしても、白未熟粒は低下する傾向にあるが（表１）、出穂
後が高温とならなかった場合は、食味低下と㎡当たり籾数増加による未熟粒増加を招く

ので、気象変動に対応した品質低下軽減のための施肥としては実肥が妥当である。  
３．2010 年の出穂後は、高温に加え多照であり、実肥施用により整粒歩合が向上したの
は、多照の影響も大きいと考えられるが、出穂後が高温・寡照の場合でも、ある程度

実肥の効果は期待できる。  

４．この成果は、速効性化成肥料分施の試験で得られたものである。  
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図１ 出穂後の気温（年）と未熟粒の発生  
（2007～2010 年） 

図２ 葉色と未熟粒の内訳  
（2010 年） 

図３ ㎡当たり籾数と未熟粒の内訳  
（2010 年） 

出穂
20日前

出穂
10日前

穂揃期
(実肥) 青未熟 他未熟

0 0 0 29.4  d 28.7  d 25.9  d 38.1 bc 31.4 b 12.6 b 0.0 18.8 103 a
2 1 0 31.3  c 30.5  c 28.0  c 36.9  c 29.5 ab 12.2 b 0.0 17.3 98 ab
4 0 0 31.4  c 30.8 bc 28.6 bc 39.6 bc 29.2 ab 11.0 ab 0.0 18.2 99 a
0 0 2 32.6 bc 31.8 bc 29.2 bc 45.0 a 26.3 a 8.0 a 0.1 18.3 92 bc
2 0 2 33.2 ab 32.3 ab 29.5  b 43.3 ab 27.4 ab 9.1 ab 0.0 18.3 93 bc
4 0 2 34.5 a 33.8 a 31.1 a 45.9 a 26.0 a 7.8 a 0.1 18.1 92  c

異なるアルファベット間ごとに5%水準で有意差（Tukey）

表１　穂肥施肥別の葉色の推移と品質（2010年）
食味値

HON白未熟％ ％
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